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新しいイラン人の自画像？ 鈴木 均

どことなく滑稽で憎めない漫画であるが，

これはエスファハーンから車で１時間足ら

ずのモバーレケという町の近郊農村（とい

うより新興都市）の町会議長さんが描いた自

画像である。彼が背負っているのは水道管

の破裂問題，ガス管の自費敷設問題，診療

所の設立問題，町議会による新市長選出の

問題，高等学校設立問題，町議会の不渡り

手形問題……イランの地方農村部はこの２０

年間で大きな変貌を遂げ，従来は見られな

かった地域的発展を担う新しいタイプの人物が登場しつつある。この漫画は村でたった１台のパ

ソコン上で編集され，村のミニコミ誌である『ゴルチーン』誌の紙面を飾った。

（“メキシコ風”一つ！） 青山弘之

私はビールが大好きだ。が，ダマスカスの“バラダー”・ビールは，泡立ちと味が……。シリ

アでの晩酌に対するそんな不満を一気に吹き飛ばす新しい（？）ビールの飲み方がダマスカスで

流行っている。人呼んで“メクスィーキー”（メキシコ風）。

作り方は……：①ジョッキの縁に粗塩をふる，②レモ

ンをたっぷり（ジョッキに３分の１程度）絞り込む，③ビ

ールを注ぐ，④ひたすら飲む。

メキシコでもこんな風に飲むかどうかはともかく――

メキシコのビールやテキーラはライムと仲良しだったは

ず――，かくして“メクスィーキー”は毎晩，私を得も

言われぬ微酔いと微睡みの世界に導いてくれた。ありが

とう，メキシコ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●話 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●題
編集後記

●拘束されたサッダームの映像は余りに衝

撃的だった。９・１１同時テロの際もそう

だったが，歴史を揺るがす映像は時とし

て言葉よりも遥かに雄弁だ。これからサ

ッダームは何を語るのか。今後しばらく

は彼の言葉に世界中が耳をそばだてるこ

とになるのだろう。 （鈴木）

●ありとあらゆる手を使って，自らの存在

を国の歴史に刻み込もうとするのは，

「独裁者」の常である。では，イラクの

フセインは……。そう考えるたびに，フ

セイン政権時代に「アッラーフ・アクバ

ル」（アッラーは偉大なり）という文字

が書き込まれたイラクの国旗を思い出す。

新生イラクは国旗に刻印された独裁政権

の記憶にどう対処するのだろう？ 消す

のはちょっと気が引けるだろう。などと

躊躇すること自体，「独裁者」の思う壺

なのかもしれない。 （青山）

● 中東研究者の「商売」が繁盛するのは，

きまって中東で不幸な出来事が生じてい

る時である。われわれが「開店休業」に

なってしまうのが，現地の人々にとって

は望ましい。平時でも日本の関心と理解

が中東に及ぶように，固有の状況をとら

えつつ普遍性を伴った議論を構築してい

きたい。 （池内）
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